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台風、豪雨などによる災害の防止等のために実施すべき事業を推進するための

生活対策として 約 602 百万円
さらに上記の目的に加え、公共事業の円滑かつ効率的な執行を図るために、
次年度以降の予算を前倒しする

ゼロ国債として 約 2,587 百万円

事務所合計 約 3,189 百万円
が配分されました。

※：ゼロ国債とは、債務負担が次年度以降にわたるもので、当該年度中の国費の支出がゼロの国債債務

負担行為のことで、年度内に工事の発注が行え、工事が絶え間なくまた早期に工事がすすめられる。

※：国庫債務負担行為とは、通常、単年度での執行となる歳出予算について、完成が数年度を要する事業

等で、国会の議決を得て数年度にわたり負担が行える行為のこと。

金沢河川国道事務所 平成２０年度二次補正予算表

主要事業

治水関係
堤防の質的整備の推進（急流河川対策）【生活対策】

梯川重点区間（小松地区）改修事業の推進【ゼロ国】

河内谷砂防えん堤等の補強対策の整備推進【ゼロ国】

石川海岸 海岸保全施設整備の推進【ゼロ国】

道路関係
一般国道８号（小松バイパスの事業推進）【生活対策】

一般国道159号（金沢東部環状道路の事業推進）【ゼロ国】

一般国道159号（津幡バイパスの事業推進）【生活対策・ゼロ国】

一般国道８号（大岩橋耐震補強事業の推進）【ゼロ国】

一般国道160号（大泊消波対策事業の推進）【ゼロ国】

平成２０年度 二次補正予算（金沢河川国道事務所）

生活対策 ゼロ国債 合計

治水関係 300 1,087 1,387
道路関係 302 1,500 1,802
事務所計 602 2,587 3,189

（単位：百万円）



堤防の質的整備の推進（急 流
きゅうりゅう

河川
か せ ん

対策
たいさく

）

手取
て ど り

川水系手取川（石川県能美
の み

市）

●安全で安心な地域づくり

・水害、土砂災害、地震等の自然災害の克服

事業の概要
手取川は、流域の９割を山地が占め、水源から河口までの平均勾配が約２７分の１という我

が国有数の急流河川です。洪水時の川の流れは非常に大きなエネルギーにより、これまでにも

幾度となく堤防が破堤し、大きな被害をもたらしてきました。

整備効果
急流河川の洪水エネルギーに対して、充分な安全性を確保するため、既設堤防を拡幅すると

ともに光ファイバーケーブルによる侵食モニタリングセンサーの整備を実施します。

事業着手
平成１６年度

平成 20年度二次補正予算の内容

洪水時の局所的な洗掘・侵食から堤防を保護するため、能美
の み

市出口
で ぐ ち

地区において、急流河川

対策（腹付け盛土）を完成させます。

手
取
川

辰口橋

平成２０年４月撮影

施工予定箇所

平成１８年７月洪水状況

手取川

急流河川対策

（イメージ）

手取川 辰口橋

施工予定箇所
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資料－２

かけはしがわ

梯川重点区間（小松地区）改修事業の推進
梯川水系梯川（石川県小松市）

●安全で安心な地域づくり

・水害、土砂災害、地震等の自然災害の克服

事業の概要

梯川水系梯川は小松市街地を貫流する都市型河川で、氾濫域に人口、資産等が集中して

いる一方で、洪水の流下能力が著しく不足しているため、氾濫による被害は甚大なものが

予想されます。このため治水安全度の向上を目的に、特に流下能力が不足している前川合

流点～鍋谷川合流点間（1.0k～7.6k 間）を重点改修区間と位置付け、下流部より順次、

引堤による堤防整備により流下能力の向上を図っています。

また同改修区間においては小松天満宮（国指定重要文化財）が存在し、地域のシンボル

となっていることから、現位置での保存を図る分水路方式による河川整備を行います。

整備効果
重点区間の改修により、洪水を安全に流下させることが可能となり、小松市中心市街地

の治水安全度が向上されます。

事業着手

昭和４６年度

平成 20年度二次補正予算の内容【ゼロ国】
近年洪水では、平成 10年 9月、平成 16年 10 月及び平成 18年 7月と「はん濫危険水

位」を超え、避難勧告等がなされるなど危険な状況にあることから、引き続き重点改修

区間で市街地が隣接している小松地区の堤防整備（引堤）を推進します。

・小松地区 築堤・護岸 １式

改修の進む梯川（平成２０年 4 月撮影）

梯
川

石田橋 九竜橋川排水機場
【平成１９年度完成】

平成２０年度補正箇所
【樋管改築】

築堤・護岸
【平成２０年度完成予定】

低水護岸
【平成２０年度完成予定】

小松天満宮
（分水路改修）

平成２０年度二次補正箇所
【築堤・護岸】

梯川

梯
川

石田橋 九竜橋川排水機場
【平成１９年度完成】

平成２０年度補正箇所
【樋管改築】

築堤・護岸
【平成２０年度完成予定】

低水護岸
【平成２０年度完成予定】

小松天満宮
（分水路改修）

平成２０年度二次補正箇所
【築堤・護岸】

梯川



河内谷
こうちだに

砂防
さ ぼ う

えん堤
てい

補強
ほきょう

対策
たいさく

の推進

手取
て ど り

川水系牛首
うしくび

川（石川県白山市白峰
しらみね

）

●安全で安心な地域づくり

・近年大きな災害を受けた地域における治水事業の重点実施

事業の概要

手取川水系牛首川流域の砂防事業は、大正元年に石川県による施工がはじまり、昭和２

年からは国による直轄工事が開始されました。このため、昭和初期に建設された砂防えん

堤は、老朽化等に伴い不安定な状態となっている施設が多数存在しています。

土石流や大規模土砂流出に備え、機能・安全度の評価及び下流への影響の評価に基づき

危険度の高い施設から順次機能保全を図る補強対策を実施します。

整備効果
既設砂防えん堤補強により、老朽化等に伴い不安定な状態となっている砂防えん堤や機

能が低下している砂防えん堤について補修・補強等による機能保全を図ることにより、土

石流や大規模土砂流出などの災害に対する下流への安全性の向上を図ります。

事業着手
平成２０年度

平成 20年度二次補正予算の内容【ゼロ国】

牛首川では河内
こ う ち

谷
だに

砂防堰堤の補強対策を推進します。

資料－３

牛首川
ゼロ国債施工箇所

Ｈ２０年度まで

Ｈ２１以降施工箇所

ゼロ国債施工箇所

Ｈ２０年度まで

Ｈ２１以降施工箇所

石川県白山市

河内谷砂防堰堤

位置図

石川県白山市

河内谷砂防堰堤

位置図



資料－４

石川海岸 海岸保全施設整備の促進
（石川県小松市）

●安全で安心な地域づくり

・水害、土砂災害、地震等の自然災害の克服

事業の概要

石川海岸は、加越沿岸の中央に位置し、背後には加賀平野を代表する穀倉地帯が広がっ

ており、近年は海岸沿いの砂丘地も工場地帯や住宅地として発展しています。また、石川

海岸は冬期風浪による侵食が著しく、明治以降数百ｍにおよぶ海岸侵食を受け災害が相次

いだことから、直轄海岸保全施設整備事業として、直立堤防・緩傾斜堤・離岸堤・人工リ

ーフの整備を実施しています。

小松工区（５，５４０ｍ）は平成１６年６月に直轄管理区間となり人工リーフ工事に着

手しており、平成２０年度までに人工リーフ５基が完成しています。

整備効果
冬期風浪や台風による侵食を防ぎ背後地の安全が確保されるとともに、近年頻発してい

る災害を防ぎます。

事業着手

平成１６年度

平成２０年度二次補正予算の内容【ゼロ国】

毎年波浪により堤防護岸の決壊や堤防天端陥没等の被災が相次いでいる小松工区にお

いて、６基目の人工リーフの暫定断面を完成させます。

健康広場

北陸自動車道
２基目

【平成18年度完成】

６基目【平成20年度ゼロ国債】

小松工区の状況

【小松市浜佐美・日末地先】（平成 17年 8月撮影）

３基目、４基目

【平成19 年度完成】

５基目

【平成20 年度完成】

１基目

【平成18 年度完成】

健康広場

北陸自動車道

平成 20年度補正 実施箇所

【小松市日末地先】（平成 18年 5月撮影）

５基目

【平成20年度完成】

３基目
【平成19 年度完成】

４基目

【平成19 年度完成】

６基目

【平成20年度ゼロ国債】
小松工区

石川海岸

位置図

小松工区

石川海岸

小松工区

石川海岸

位置図
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至 加賀市

至 小松市街

加賀産業開発道路

至 金沢市

八
幡
Ｉ
Ｃ

小松バイパス

●活力を育む地域づくり

●安全で安心な地域づくり

●住みよい地域づくり

事業の概要

小松
こ ま つ

バイパスは交通需要をはじめとする諸問題に対応し、金沢
かなざわ

バイパス、金
かな

沢
ざわ

西バイパス並び

に、加賀
か が

産業開発道路(主要地方道金沢
かなざわ

小松
こ ま つ

線)と接続することにより、主要幹線道路としての

機能を十分発揮するとともに、小松加賀
こ ま つ か が

地方圏の更なる発展に大きく寄与する事を目的とした

延長約 15.6km の事業です。

整備効果

小松
こ ま つ

バイパスの交通容量を拡大することにより、小松
こ ま つ

市街の交通混雑の緩和及び交通事故の

減少等が期待されます。また、金沢
かなざわ

・加賀
か が

方面のアクセス向上が図られ、地域間交流及び地域

経済の活性化に寄与します。

事業着手
昭和４９年度

平成 20年度二次補正予算の内容

八幡
や わ た

ＩＣから東山
ひがしやま

ＩＣ間の詳細設計及び橋梁上部工事を

推進し、災害時の緊急輸送路となる本事業の早期整備を目

指します。

国道８号 小松
こ ま つ

バイパス事業の推進

石川
いしかわ

県小松
こ ま つ

市

H20 補正施工箇所
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金沢東部環状道路

●活力を育む地域づくり

●安全で安心な地域づくり

●住みよい地域づくり

事業の概要

金沢
かなざわ

東部
と う ぶ

環状道路は地域高規格道路金沢
かなざわ

外環状道路の一部を形成し、金沢
かなざわ

都市圏内における

交通混雑の緩和及び北陸自動車道や能登
の と

有料道路とあわせて、広域的な道路ネットワークの形

成を目的とした延長約 9.4km の事業です。現在は、増加している交通を円滑に処理するため、

鈴見
す ず み

交差点の立体化を推進しています。

整備効果

鈴見
す ず み

交差点立体化により、鈴見
す ず み

交差点全体の渋滞が緩和され、交差点内での接触事故や信号

待ち車両への追突などの事故の大幅な減少が期待されます。

事業着手
昭和６２年度

平成 20年度二次補正予算の内容

鈴見
す ず み

地区の舗装工事を推進し、平成２１年度に鈴
すず

見
み

交差点の

立体化を供用する予定です。

国道１５９号 金沢東部
かなざわとうぶ

環状道路事業の推進

石川
いしかわ

県金沢
かなざわ

市

H20 補正施工箇所



資料－７

津幡バイパス

●活力を育む地域づくり

事業の概要

津幡
つ ば た

バイパスは、地域高規格道路月浦白尾
つき うら しろお

IC 連絡道路の一部であり、石川
いしかわ

県かほく市内
うち

日
ひ

角
すみ

から金沢
かなざわ

市今
いま

町
まち

に至る延長約１１．６ｋｍの道路事業です。

整備効果

津幡
つ ば た

バイパスの整備により、国道１５９号の津幡町
つ ば た ま ち

地内の交通混雑の緩和及び金沢
かなざわ

市と能登
の と

地域との連携強化が図られます。

事業着手
昭和４９年度

平成 20年度二次補正予算の内容

かほく市狩鹿野
か る が の

から津幡町能瀬
の せ

地区の舗装工事を推進し、

早期供用を目指します。

国道１５９号 津幡
つ ば た

バイパス事業の推進

石川
いしかわ

県かほく市・津幡
つ ば た

町

H20 補正施工箇所



国道８号 大岩橋
おおいわばし

耐震補強事業の推進

石川県河北
か ほ く

郡津幡町
つばたまち

●安全で安心な地域づくり

・すべての人が安全、快適に暮らせる生活環境の実現

事業の概要
国道８号は、北陸の主要都市を連絡する主要幹線道路であり、第一次緊急輸送道路として位

置づけられています。

石川県河北郡津幡町に位置する大岩橋は、日交通量約 1万 4千台を支える橋梁であり、被災

した場合は、緊急輸送道路の分断及び復旧・救急・消防活動及び経済活動に重大な支障をきた

す恐れがあることから、橋脚補強及び落橋防止装置の設置による震災対策を実施します。

整備効果
震災時の緊急輸送道路の機能を確保し、安全で円滑な交通の確保を図ります。

事業着手
平成２１年度

平成 20年度二次補正予算の内容【ゼロ国】
ゼロ国債の充当により大岩橋の橋脚補強（コンクリート、鋼板巻き立て）及び落橋防止装置

を設置し、早期に耐震性の向上を図ります。

資料－８

事業箇所

大岩橋 全景

橋脚巻き立て箇所

ｺﾝｸﾘｰﾄ巻立て

鋼板巻立て

落橋防止装置設置箇所

落橋防止装置



国道１６０号 大泊
おおとまり

消波対策事業の推進

石川県七尾
な な お

市

●安全で安心な地域づくり

・すべての人が安全、快適に暮らせる生活環境の実現

事業の概要
国道１６０号は、石川県七尾市を起点とし、富山県高岡市に至る石川県能登地域と富山県を

連絡する唯一の主要幹線道路です。

石川県七尾市に位置する大泊地区は、特殊通行規制区間に指定されており、越波により通行

に支障をきたした場合、緊急輸送道路としての機能が損なわれ、地域の社会活動・経済活動に

大きな支障をきたすため、消波対策により防災性の向上を図ります。

整備効果
緊急輸送道路の機能を確保し、安全で円滑な交通の確保を図ります。

事業着手
平成２１年度

平成 20年度二次補正予算の内容【ゼロ国】
ゼロ国債の充当により早期に消波工を実施し、安全・安心な道路ネットワークの確保を図り

ます。

資料－９

事業箇所

消波ブロック設置イメージ

平面図

消波工 L=100m

至

七
尾
市
街

至

氷
見
市


